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◎ 繰り返す地すべり災害

清水山地すべりの規模は、延長 2,000ｍ、幅

400～500ｍ、面積 137ha におよび、地すべ

り地特有の緩やかな地形のなかに小尾根部が島状

に取り残されています（写真 2.2）。 

地すべり地の西方約 1.5km を南北方向に姫川

が北流しており、その支川中谷川の右岸側山腹に

地すべりが発生しています。中谷川流域は、長野

県内でも有数の地すべり地帯で、清水山の地すべ

り以外にも多くの地すべり防止区域が指定され、

過去、度々災害が発生してきました。 

清水山の最も古い地すべりの記録は、養老二年

（718）に清水山の上部三峯山の山腹より地す

べりが起こり、神宮寺が移転したという記録が残

っています。また、康和元年（1099）にも大規

模な地すべりが発生し、諏訪神社が移転、神社杉

が埋没したと言われており、当時ツンブリとヌマ

ノヒラの間は平であったとの記録も残されていま

す（記念誌編集委員会，1992）。 

高橋義彦（1971）『越佐史料』によれば、文

亀元年十二月十日（1502.1.28）には、越後南

西部地震（M=6.5～7.0）が発生し、「越後ノ地

大ニ震フ、死者多し、・・・大雪ふりて日ごろ積

りぬ。この國の人だにかかる雪にはあはず」と記

されています。府中（上越市直江津付近）では地

震と豪雪で大変だったようです。文亀元～二年

（1502）の地すべりは、越後南西部地震後の融

雪期に発生したのでしょうか。 

2.2 清水山の地すべり（位置 No.①,③,⑤,⑱） 

位置図 
国土地理院「標準地図」に加筆 

発生年月日 文亀元年（1502） 

発生地点 長野県小谷村大字中土清水山 

緯度・経度 36.8263，137.9181 

発生誘因 
不明（越後南西部地震（M=6.5～

7.0）） 

天然ダムの形成 有 ・ 無 

被害状況 人的被害：不明、家屋被害：不明 

災害概要 

清水山では、古くは養老二年（718）から地すべりの記録が残されており、以

来、融雪期・豪雪時に慢性的に変動を繰り返しています。文亀元年（1502）

には、清水山地区の中屋敷下から地すべりが発生しました。押出した土砂は中

谷川を堰止め、天然ダムが形成されました。神宮寺は清水山の度重なる地すべ

りのため何度か移転を余儀なくされており、文亀元年の地すべりで被災し、現

在地（宮ノ上）に移転しています。 

南小谷駅 

中土駅 

北小谷駅 

小谷村役場 
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その他にも、昭和 9 年（1934）、昭和 36 年

（1961）に地すべりが発生し、中谷川を堰止め

ています（記念誌編集委員会，1992）。 

近年では、平成 7 年（1995）の豪雨災害に

おいて、地すべりが発生し（写真 2.3）、地すべ

りの移動土塊は、下流中の沢の砂防堰堤まで達し

ました。 

次頁の地形図には、文亀元年（1502）の地す

べりで形成された天然ダムの最大想定湛水範囲を

示しています。中谷西まで湛水した場合、湛水の

深さは約 60ｍ、湛水面積は約 62 万㎡、湛水量

は約 1,200万㎥と推定されます。また、望月

（1974）による清水山地すべりのブロック区分

も次の図 2.4 に示します。 

Ⅰブロック：中谷川支川の中の沢沿いに南北に伸

びるブロック（本地すべり地の主流） 

Ⅱブロック：地すべり地の最上部で東方からⅠブ

ロックの側面に移動するブロック 

Ⅲブロック：Ⅱブロックの南方にあり北東から南

西へ向って滑落しⅠブロックに合流

するブロック 

Ⅳブロック：清水山部落と中屋敷部落の中間にあり、

上部はⅠブロックと平行して南北方

向にのび、下流はNNE-SSW 方向と

なって中の沢に合流するブロック 

Ⅴブロック：中の沢の小支川土橋沢の沿岸及びそ

の谷頭部に発生しているブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2.2 清水山地すべり、Ⅰブロック上流部、Ⅱ・Ⅲブロック及びⅣブロックの状況（1968 年，望月撮影）

（望月，1982）

写真 2.3 平成 7年（1995）清水山地すべり斜面状況（Ⅰブロック） 

（長野県土木部砂防課・長野県姫川砂防事務所，1996） 
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図 2.4 清水山地すべりブロック区分図と文亀元年（1502）の天然ダムの想定湛水域（地理院地図に加筆） 
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文亀元（1502）年の地すべり

による想定最大湛水範囲 

湛水高：約 60ｍ（560ｍ） 

湛水面積：約 62 万㎡ 

湛水量：約 1,200 万㎥ 

 

 

地元の方によれば、神宮寺は

度重なる地すべりのため、タ

カマチからスワマへ移転し、

その後現在の場所へ移ったと

いう。また、大宮諏訪神社もス

ワマから移転したという。 

 
中谷西 

明応八年（1499）にも地すべりが発生して

いる。紫原峰の前後がすべり、峠の形がで

きたという（記念誌編集委員会，1992）。 
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Ⅱ Ⅰ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

番号 発生年 発生地 被害戸数

① 養老二年（718） ウサギウト 不明

② 康和元年（1099） ウサギウト 不明

③ 明応八年（1499） ウサギウト 不明

④ 文亀元年（1502） 中屋敷下 不明

⑤ 享保（年不明） 水屋 5戸

⑥ 明治4年（1871） 土橋 2戸

奈良尾

西ノババ

三王神社西

柴原平

⑨ 大正2年（1913） 山入 6戸

⑩ 大正9年（1920） 瑞穂 4戸

⑪ 昭和元年（1926） 清水山 1戸

⑫ 昭和2年（1927） 清水山 7戸

⑬ 昭和9年（1934） ナシノ木 3戸

⑭ 昭和35年（1960） 清水山上 5戸

⑮ 昭和36年（1961） ナシノ木 1戸

⑯ 昭和36年（1961） ナシノ木 1戸

⑰ 昭和36年（1961） 山入 1戸

⑱ 昭和41年（1966） 岩下

⑲ 昭和44年（1969） 山入上

沖

セイノカミ

㉑ 昭和48年（1973） 水屋

㉒ 昭和56年（1981） 中屋敷下

㉓ 平成７年（1995） ナシノ木 1戸

46戸

⑳ 昭和46年（1971）

合計（明治から現在までに移転した戸数。ただ
し、同一家屋が何回も移転している。）

⑦ 明治23年（1890） 11戸

⑧ 明治40年（1907） 3戸

図 2.5 清水山地すべりの微地形解析図によるブロック区分図 

（記念誌編集委員会，1992 をもとに作成） 


